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世
界
遺
産
石
碑
か
ら
２
１
世
紀
の
森
の
点
検
・
整
備 

 

◇
実
施
日 

 

３
月
９
日
（
日
） 

 

曇 

 

◇
参
加
者 

 

沖
﨑
吉
信
、
濱
野
兼
吉
、
児
嶋
道
夫
、
梶
野
照
雄
、
湯
川
一
郎
、

大
江
加
代
子
、
大
江
徳
子
、
上
村
和
美
、
畑
林
清
子
、
杉
本
和

巳
、
内
野
井
愼
搾 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

１
１
名 

  

新
宮
組
は
、
日
足
、
玉
置
口
で
内
野
井
、
杉
本
さ
ん
と
合
流
し
、
葛
川
経
由

で
下
山
口
の
２
１
世
紀
の
へ
。 

こ
こ
に
３
台
の
車
を
駐
車
し
て
、
出
発
地
点
の
世
界
遺
産
石
碑
の
所
に
戻
る
。

展
望
台
か
ら
天
皇
山
、
西
峰
な
ど
を
眺
望
し
出
発
に
備
え
る
。 

 
 

 
 

 
 

 

世
界
遺
産
石
碑
か
ら 

 
 
 
 
 

倒
木
を
切
除 

 
 
 
 
 
 
 

標
識
を
修
理 

 

出
発
し
て
間
も
な
く
倒
木
が
あ
り
、
ノ
コ
ギ
リ
で
対
応
で
き
そ
う
に
な
い
の

で
、
梶
野
さ
ん
の
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
で
処
理
す
る
。
そ
れ
か
ら
間
も
な
く
児
嶋
さ

ん
が
倒
れ
た
標
識
を
建
て
替
え
る
。
順
調
に
花
折
塚
ま
で
進
み
、
こ
こ
で
落
ち

葉
を
掃
き
だ
し
て
き
れ
い
に
清
掃
し
、
線
香
を
供
え
、
記
念
撮
影
を
す
る
。
花

折
塚
は
南
朝
の
大
塔
宮
護
良
（
も
り
な
が
）
親
王
に
従
っ
た
家
臣
の
片
岡
八
郎

の
墓
所
で
あ
る
。
こ
の
忠
節
を
た
た
え
道
行
く
人
が
野
の
花
を
供
え
た
と
こ
ろ

か
ら
折
華
塚
と
呼
ば
れ
よ
う
に
な
っ
た
ら
し
い
。 

 
 

 
 

 
 

 

花
折
塚
を
清
掃 

 
 
 
 
 
 

本
日
の
参
加
者 

 
 
 
 
 
 
 

水
呑
金
剛 

 

倒
木
も
な
く
順
調
に
進
み
、
水
呑
金
剛
へ
。
こ
こ
も
か
つ
て
は
潤
沢
に
水
が

流
れ
て
い
た
ら
し
い
が
、
現
在
は
そ
の
面
影
も
な
い
涸
れ
沢
で
あ
る
。
林
道
の

出
合
か
ら
稚
児
の
森
に
は
お
地
蔵
さ
ん
が
祀
ら
れ
て
い
て
、
祠
の
中
の
落
ち
葉

を
掻
き
だ
し
き
れ
い
に
す
る
。 

 

稚
児
の
森
か
ら
蜘
蛛
の
口
へ
。
こ
こ
か
ら
少
し
進
ん
で
葛
川
へ
の
分
岐
あ
た

り
で
昼
食
。
尾
根
道
は
風
が
強
く
少
し
葛
川
側
の
斜
面
に
降
り
て
風
を
避
け
る
。 

 

昼
食
後
は
「
カ
フ
ェ
・
コ
ジ
マ
」
が
オ
ー
プ
ン
。
コ
ー
ヒ
ー
に
お
菓
子
の
差



し
入
れ
を
ご
馳
走
に
な
り
、
楽
し
い
昼
の
ひ
と
時
を
過
ご
す
。 

 

こ
こ
か
ら
第
十
一
靡
如
意
宝
珠
岳
を
目
指
す
。
こ
こ
は
か
つ
て
千
眺
森
（
千

本
森
）
と
も
呼
ば
れ
る
ほ
ど
眺
め
の
よ
い
山
で
あ
っ
た
そ
う
だ
が
、
明
治
２
２

年
８
月
の
十
津
川
大
水
害
で
崩
壊
し
た
と
記
録
さ
れ
て
い
て
、
い
ま
眺
望
は
ほ

と
ん
ど
な
い
。 

 

古
屋
宿
に
下
り
、
２
１
世
紀
の
森
へ
下
山
す
る
。
途
中
で
上
村
さ
ん
が
昨
年

は
ス
ミ
レ
の
花
が
咲
い
て
い
た
が
、
今
年
は
寒
さ
の
せ
い
か
全
然
咲
い
て
い
な

い
と
教
え
て
く
れ
た
。 

 
 

 
 

 
 

 

祠
を
清
掃 

 
 
 
 
 
 
 

風
下
で
昼
食 

 
 
 
 
 
 
 

下
山 

 

昨
年
ま
で
は
こ
の
コ
ー
ス
は
交
差
登
山
で
あ
っ
た
。
南
奥
駆
道
の
巡
視
で
は

一
番
楽
の
コ
ー
ス
で
あ
る
。
ア
ッ
プ
ダ
ウ
ン
も
少
な
く
コ
ー
ス
に
は
危
険
な
個

所
も
少
な
い
。
倒
木
も
少
な
く
、
巡
視
路
も
崩
落
個
所
も
な
く
快
適
歩
く
こ
と

が
で
き
た
。 

 

今
回
は
残
雪
も
な
く
、
危
険
な
個
所
も
ほ
と
ん
ど
な
く
、
安
全
に
巡
視
を
す

る
こ
と
が
で
き
た
。
私
た
ち
も
大
半
が
後
期
高
齢
者
と
な
り
、
体
力
的
の
随
分

き
つ
く
な
っ
て
き
た
。
気
力
だ
け
で
は
で
き
な
い
部
分
も
増
え
て
き
た
。
で
も
、

山
歩
き
が
で
き
る
だ
け
で
も
幸
せ
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
も
う
少
し
頑
張
っ
て

み
た
い
。 

 

帰
路
は
、
玉
置
辻
に
児
嶋
さ
ん
が
作
成
し
た
地
蔵
蔵
の
祠
に
回
り
、
賽
銭
箱

を
設
置
し
た
と
い
う
で
、
賽
銭
の
納
入
状
況
や
や
安
全
対
策
な
ど
確
認
し
て
、

玉
置
川
経
由
で
帰
っ
た
。 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

（
記
；
濱
野
） 

 

行
動
タ
イ
ム 

 

世
界
遺
産
石
碑0

9

：1
0
→

0
9

：4
7

花
折
塚→

1
0

：4
2

水
呑
金
剛→

1
1

：2
2

稚

児
之
森→

1
1

；3
3

蜘
蛛
の
口→

1
1

：4
0

昼
食→

1
2

：3
0

如
意
珠
岳→

1
2

：4
0

古
屋
の
宿→

1
3

：1
7

２
１
世
紀
の
森 

 

 


